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片
倉
穰
教
授
略
歴

年

月

一
九
三
四
年
　
三
月
二

一
九
五
二
年
　
三
月

一
九
五
二
年
　
四
月

一
九
五
六
年
　
三
月

日

記

事

大
阪
府
吹
田
市
で
八
人
き
ょ
う
だ
い
の
五
番
目
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
の
職
業
の
関
係
上
、
た
え
ず
自
宅

に
出
入
り
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
人
々
を
と
お
し
て
隣
国
と
日
本
の
問
題
を
考
え
る
下
地
が
形
成
さ
れ
た
と

思
う
。

大
阪
府
立
春
日
丘
高
等
学
校
卒
業
。
高
校
進
学
の
際
、
小
学
区
制
（
高
校
三
原
則
の
一
）
の
実
施
に
よ
り

同
級
生
の
間
で
「
寄
留
」
な
ど
に
よ
る
越
境
入
学
が
行
な
わ
れ
た
が
、
敢
然
と
（
？
）
指
定
高
校
に
入
学

し
た
。
お
か
げ
で
、
強
く
な
い
サ
ッ
カ
ー
部
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま
ず
ま
ず
の
高
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

神
戸
大
学
文
理
学
部
文
科
（
史
学
科
）
入
学
。
在
学
中
、
文
理
学
部
の
分
離
改
組
に
よ
り
文
学
部
に
所
属

す
る
こ
と
に
な
る
。
文
学
部
時
代
に
は
、
学
問
の
自
由
、
大
学
・
学
部
の
自
治
の
た
い
せ
っ
さ
を
学
ん
だ
。

と
り
わ
け
、
学
生
自
治
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
「
無
監
督
試
験
制
」
に
共
感
を
覚
え
た
。

神
戸
大
学
文
学
部
史
学
科
（
東
洋
史
学
専
攻
）
卒
業
。
卒
業
論
文
は
「
王
安
石
の
交
趾
経
略
」
。
こ
の
頃

か
ら
、
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
抵
抗
精
神
に
学
問
的
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
大
学
院
に
進
み
た
か
っ
た

が
、
経
済
的
に
と
て
も
無
理
。
指
導
教
授
の
名
刺
を
も
っ
て
教
育
委
員
会
通
い
を
し
た
が
、
時
す
で
に
遅

か
っ
た
。
各
地
の
職
業
安
定
所
や
新
聞
の
求
人
欄
を
頼
り
に
「
就
職
活
動
」
を
し
た
け
れ
ど
も
、
定
職
に

は
就
け
な
か
っ
た
。



XXXXV

一
九
五
六
年

一
月

一
九
五
九
年
　
九
月

一
九
六
〇
年
　
四
月

一
九
六
四
年
　
三
月

一
九
六
四
年
　
四
月

一
九
六
四
年
、
十
月

一
九
六
七
年
　
三
月

一
九
六
七
年
　
四
月

一
九
七
〇
年
　
四
月

兵
庫
県
立
城
北
高
等
学
校
（
定
時
制
課
程
）
専
任
講
師
。
捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
、
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
意
義
も
よ
く
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
定
時
制
」

ど
お
り
、
十
月
末
に
姫
路
の
高
校
長
か
ら
電
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

ら
な
い
ま
ま
、
勇
躍
赴
任
。
一
三
年
間
の
定
時
制
高
校
教
員
の
生
活
が
こ
の
「
勤
評
闘
争
」
の
拠
点
校
で

始
ま
っ
た
。

兵
庫
県
立
神
戸
工
業
高
等
学
校
（
定
時
制
課
程
）
教
諭
。
高
校
長
・
同
僚
や
生
徒
た
ち
の
支
援
と
理
解
に

よ
り
、
在
職
の
ま
ま
大
学
院
進
学
を
決
意
す
る
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
東
洋
史
学
専
攻
）
入
学
。
勤
務
と
勉
学
の
両
立
は
容
易
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
研
究
・
教
育
・
組
合
活
動
、
そ
れ
に
教
職
員
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
サ
ッ
カ
ー
、

な
か
っ
た
。

な
ど
、
と
に
か
く
多
忙
を
き
わ
め
た
。
胃
腸
薬
を
常
用
す
る
日
々
が
続
き
、
と
き
に
は
学
問
研
究
の
意
義

を
見
失
い
、
退
学
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
東
洋
史
学
専
攻
）
修
了
。
修
士
論
文
は
「
曹
魏
政
権
の
成
立

過
程
」
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
東
洋
史
学
専
攻
）
進
学
。

大
阪
府
立
桜
塚
高
等
学
校
（
定
時
制
課
程
）
教
諭
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
東
洋
史
学
専
攻
）
単
位
取
得
満
期
退
学
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
修
生
（
一
九
七
〇
年
三
月
ま
で
）
。

舞
…
敏
藪
聾
矯
製
麺
譲
鑛
姓
舗
魅
蒸
溜
雛
顔
塑
粗
野
黒
総



XXXX

一
九
七
三
年
　
四
月

一
九
七
六
年
　
四
月

「
九
七
七
年
置
四
月

一
九
七
八
年
七
月

一
九
八
二
年
　
四
月

一
九
八
三
年
　
四
月

｛
九
八
五
年
　
四
月

武
庫
川
女
子
大
学
・
武
庫
川
女
子
短
期
大
学
助
教
授
。

武
庫
川
女
子
大
学
．
武
庫
川
女
子
短
期
大
学
教
授
。
こ
の
頃
、
教
務
部
で
教
育
実
習
を
担
当
。
中
・
小
学

校
、
幼
稚
園
あ
ぐ
り
の
な
か
で
、
教
員
養
成
の
あ
ゆ
方
な
ど
を
研
究
し
た
。
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
あ
っ
た

先
輩
・
仲
間
の
友
情
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

金
沢
大
学
教
養
部
助
教
授
。
少
し
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
で
き
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
を
と
お

し
て
日
本
の
再
認
識
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
未
知
の
金
沢
に
移
住
す
る
。

金
沢
大
学
教
養
部
教
授
。

金
沢
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
。

文
学
博
士
（
大
阪
大
学
、
学
位
記
六
〇
七
六
号
、
　
「
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
史
の
基
礎
的
研
究
」
）
。
自
分
の

ベ
ト
ナ
ム
史
研
究
が
ア
ジ
ア
史
お
よ
び
専
門
外
の
研
究
者
の
批
判
に
た
え
ら
れ
る
も
の
か
否
か
を
知
り
た

く
て
、
あ
え
て
学
位
論
文
を
提
出
し
、
審
査
を
受
け
た
。

金
沢
大
学
評
議
員
（
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
、
二
期
）
。
金
沢
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
大
学
人
あ
る
い
は
市
民
と
し
て
貴
重
な
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
の
傍
ら
、
北
陸
の
各

地
を
践
渉
し
て
地
域
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
、
ゼ
ミ
の
受
講
生
（
在
日
朝
鮮
人
学
生
）
の
国
体
出
場
問
題

を
き
っ
か
け
と
し
て
結
成
さ
れ
た
市
民
の
会
に
参
加
し
、
金
沢
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
の
文
化
遺
産
の
発

掘
に
努
め
た
。
教
養
部
で
は
、
全
国
の
大
学
で
も
珍
し
い
単
｝
教
官
制
に
よ
る
部
会
運
営
を
体
験
し
、
評

議
会
で
は
、
教
養
部
の
移
転
反
対
、
外
国
人
教
員
の
無
任
期
採
用
、
祝
祭
日
に
お
け
る
日
の
丸
の
掲
揚
、

臨
時
定
員
増
等
々
の
諸
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
＝
二
年
間
で
あ
っ
た
。



一
九
九
〇
年
　
四
月

一
九
九
四
年
余
四
月

一
九
九
七
年
　
三
月

大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部
教
授
、
同
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
。
金
沢
に
骨
を
埋
め
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
大
学
移
転
問
題
が
具
体
的
な
実
施
の
段
階
に
入
り
、
大
阪
在
住
の
親
の
こ
と
も
心
配
に
な

っ
て
い
た
頃
、
縁
あ
っ
て
本
学
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
、
私
学
・
国
立
・
公
立
の
三
種
類

の
大
学
を
経
験
し
た
こ
と
に
な
る
。

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
学
研
究
科
長
。
博
士
課
程
の
大
学
院
設
置
に
き
わ
め
て
慎
重
な
態
度
を

と
っ
て
い
た
自
分
が
本
学
で
大
学
院
の
仕
事
を
手
伝
う
は
め
に
陥
っ
た
の
は
、
な
に
か
の
皮
肉
と
し
か
い

い
よ
う
が
な
い
。

停
年
退
職
。

著
　
作
　
目
　
録

XXXX

一
九
六
三
年
置
三
月

守
屋
美
都
雄
「
E
．
バ
ラ
ー
シ
ュ
著
・
晴
書
刑
法
志
」
に
お
け
る
仏
語
の
日
本
語
訳
（
共
訳
）

『
法
制
史
研
究
』
一
三

一
九
六
五
年
＝
月

即
応
間
に
お
け
る
良
家
の
一
解
釈

『
史
林
』
四
八
巻
六
号

一
九
六
七
年
　
五
月

聖
代
の
奴
埠
無
姓
に
対
す
る
疑
問
一
尾
形
勇
氏
の
所
論
に
寄
せ
て

『
歴
史
学
研
究
』
三
二
四
号

七
月

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
李
朝
の
貿
易
に
関
す
る
一
考
察

『
歴
史
教
育
』
一
五
巻
七
号

一
九
六
八
年
　
一
月

日
比
野
丈
夫
編
『
東
洋
の
歴
史
三
秦
漢
帝
国
』
　
（
書
評
）

『
歴
史
評
論
』
二
〇
九
号



XXXXV皿

一
九
六
八
年
九
月

三
代
の
士
伍

『
東
方
学
』
三
六
輯

一
九
六
九
年
七
月

曹
魏
政
権
の
成
立
過
程
1
と
く
に
曹
操
集
団
と
黄
巾
に
つ
い
て

『
歴
史
教
育
』
↓
七
巻
三
号

一
九
七
〇
年
　
一
月

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
奴
碑
一
身
分
と
し
て
の
奴
埠
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察

『
歴
史
学
研
究
』
三
五
六
号

六
月

中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム

『
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
東
洋
史
』
法
律
文
化
社

六
月

中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム

『
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
東
洋
史
・
史
料
解
説
集
』
法
律
文
化
社

一
九
七
一
年
　
三
月

内
田
先
生
の
特
殊
講
義
と
わ
た
く
し

『
内
田
吟
風
先
生
著
作
目
録
附
記
念
文
集
』

一
九
七
二
年
　
一
月
中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム
（
一
）
1
中
国
諸
王
朝
の
収
奪
に
関
す
る
試
論
的
考
察

『
歴
史
学
研
究
』
三
八
○
号

二
月

中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム
（
二
）
1
中
国
諸
王
朝
の
収
奪
に
関
す
る
試
論
的
考
察

『
歴
史
学
研
究
』
三
八
】
号

七
月

ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
の
初
期
外
交
関
係
に
関
す
る
一
問
題
－
交
趾
郡
王
・
南
平
王
・
安
南
国
王
等
の
称
号
を
め
ぐ
っ
て

『
東
方
学
』
四
四
輯

九
月

ベ
ト
ナ
ム
諸
王
朝
と
姓
（
戸
h
o
）
に
つ
い
て

『
史
録
（
鹿
児
島
大
学
）
』
五
号

↓
○
月

ベ
ト
ナ
ム
の
養
子
に
つ
い
て
一
↓
八
世
紀
以
前
に
お
け
る
養
子
の
実
態
と
養
子
政
策
を
中
心
に

『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
（
教
育
編
）
』
一
九
集



XXXXIX

一
九
七
三
年
　
一
月

ベ
ト
ナ
ム
王
権
の
性
格
に
つ
い
て
－
李
朝
の
場
合

『
歴
史
科
学
』
四
六
号

三
月

朝
鮮
民
話
か
ら

『
武
庫
川
教
育
』
五
号

八
月

日
本
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
史
研
究
の
歴
史

『
歴
史
科
学
』
四
八
・
四
九
合
併
号

八
月

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
史
研
究
の
た
め
の
文
献
紹
介

『
歴
史
科
学
』
四
八
・
四
九
合
併
号

一
一
月

ベ
ト
ナ
ム
李
朝
刑
法
考
－
主
と
し
て
刑
罰
体
系
に
つ
い
て

『
史
学
雑
誌
』
八
二
編
一
一
号

一
一
月
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
・
開
学
二
十
五
周
年
記
念
号
（
教
育
編
）
（
共
編
）

大
和
出
版
印
刷
株
式
会
社

一
九
七
五
年
　
三
月

ベ
ト
ナ
ム
と
邪
馬
台
国

『
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
・
会
誌
』
四
号

四
月

『
歴
史
評
論
』
に
期
待
す
る

『
歴
史
評
論
』
三
〇
〇
号

四
月

『
東
ア
ジ
ア
史
入
門
』
　
（
共
著
）
　
（
西
南
中
国
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
）

法
律
文
化
社

九
月

陳
朝
刑
法
雑
考

『
史
学
雑
誌
』
八
四
編
九
号

一
九
七
七
年
　
二
月

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
女
性
一
原
始
・
古
代
編

『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
（
教
育
学
科
編
）
』
二
四
集

四
月

漢
文

関
西
文
理
学
院



XXXXX

「
九
七
七
年
　
四
月

ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
と
東
ア
ジ
ア
ー
前
近
代
篇

杉
山
書
店

一
一
月

水
曜
社

一
九
七
八
年
　
三
月

七
の
思
い
出

，
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
・
研
究
室
誌
』
四
号

七
月

ベ
ト
ナ
ム
李
朝
に
お
け
る
上
木
馬
の
経
緯
に
つ
い
て

『
東
方
学
』
五
六
輯

七
月

読
書
会
の
す
す
あ

『
書
評
ア
カ
ン
サ
ス
』
　
（
金
沢
大
学
生
活
協
同
組
合
組
織
部
』
九
号

八
月

ベ
ト
ナ
ム
の
馬
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
考
察
－
李
・
陳
・
黎
三
王
朝
を
中
心
に

『
内
田
吟
風
博
士
華
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎

一
九
七
九
年
　
四
月

私
の
越
南
史
研
究

『
金
沢
大
学
教
養
部
報
』
　
一
三
号

一
一
月

凋
興
の
反
乱
に
関
す
る
覚
書
－
史
料
の
紹
介
を
中
心
に

『
歴
史
評
論
』
三
五
五
号

一
九
八
○
年
　
三
月

崔
致
遠
と
越
南

『
金
沢
大
学
法
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
・
研
究
室
誌
』
六
号

一
九
八
一
年
　
四
月



XXXXX　I

一
九
八
一
年
七
月

罰
銭
小
考
－
国
朝
刑
律
の
一
考
察

『
東
方
学
』
六
二
輯

一
九
八
二
年
一
一
月

日
本
人
の
ア
ジ
ア
認
識
・
資
料
編
－
そ
の
歴
史
と
現
状

金
沢
大
学
生
活
協
同
組
合
、
ケ
ン
ト
社

一
一
月

国
詰
刑
律
の
徒
刑
に
関
す
る
考
察

『
南
方
文
化
』
九
十
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
D
）

一
九
八
三
年
　
三
月

繋
縛
刑
律
（
参
朝
刑
律
）
に
つ
い
て

三
月

『
法
制
史
研
究
』
三
二

三
月

知
的
に
充
実
し
た
青
春
を

『
私
た
ち
の
生
協
　
一
九
八
三
』
　
（
金
沢
大
学
生
活
協
同
組
合
）
二
三
号

三
月

開
放
講
座
を
担
当
し
て

『
金
沢
大
学
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
三
号

四
月

ベ
ト
ナ
ム
の
漢
籍

六
月

大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
へ
の
要
望

『
地
域
と
大
学
』
　
（
金
沢
大
学
）
五
七
号

一
二
月

ア
ジ
ア
留
学
生
問
題
を
考
え
る

『
地
域
と
大
学
』
六
三
号



XXXXXH

一
九
八
四
年
前
三
月

万
葉
集
の
な
か
の
能
登
と
朝
鮮

『
金
沢
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
・
研
究
室
誌
』
一
〇
号

三
月

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
－
侮
辱
と
傷
害
に
対
す
る
賠
償
金

一
九
八
四
年
　
四
月

前
近
代
越
南
の
茶

『
金
沢
大
学
教
養
部
報
』
一
八
号

一
〇
月

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
－
生
命
の
侵
害
に
対
す
る
賠
償
金

『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
・
人
文
科
学
篇
』
二
一
丁
一

一
二
月

ベ
ト
ナ
ム
（
前
近
代
）

『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
』
五
、
同
朋
舎

｝
九
八
五
年
　
二
月

歴
史
か
ら
み
た
ア
ジ
ア
と
日
本

四
月

琴
南
、
安
尊
志
略
、
律
令
格
式
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
）
、
李
朝
、
黎
朝
（
事
典
執
筆
）

『
世
界
歴
史
大
事
典
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

五
月

「
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
」
の
上
映
に
つ
い
て

五
月

私
達
の
中
の
東
南
ア
ジ
ア

『
石
川
高
専
図
書
館
報
・
灯
火
』
三
八
号

八
月

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
一
財
産
の
侵
害
に
対
す
る
賠
償
金

『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
・
人
文
科
学
篇
』



XXXXX皿

二
一
ニ
ー
二

一
九
八
六
年
　
三
月

『
法
制
史
研
究
』
三
五

一
九
八
六
年
　
三
月

中
国
支
配
下
の
ベ
ト
ナ
ム
法
試
論

『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
・
人
文
科
学
篇
』
二
三
－
二

四
月

増
補
日
本
人
の
ア
ジ
ア
認
識
・
資
料
編
一
そ
の
歴
史
と
現
状

金
沢
大
学
生
活
協
同
組
合
、
ケ
ン
ト
社

一
一
月

最
近
の
問
題
発
言
を
め
ぐ
っ
て

『
教
組
い
し
か
わ
』
八
五
一
号

一
二
月

最
近
の
問
題
発
言
を
め
ぐ
っ
て

『
教
組
い
し
か
わ
』
八
五
二
号

一
九
八
七
年
目
二
月

風
間
書
房
、
学
位
論
文
、
文
部
省
科
学
研
施
費
補
助
金
研
究
成
果
公
開
促
進
費

四
月

黒
本
稼
堂
筆
『
朝
鮮
李
東
墨
書
観
文
堂
額
由
来
記
』
　
（
共
著
）

六
月

『
国
選
刑
律
』
の
賭
博
律
を
め
ぐ
っ
て

『
東
方
学
会
創
立
四
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
東
方
学
会

九
月

黎
代
の
監
獄

『
東
洋
法
史
の
探
究
一
島
田
正
郎
博
士
頒
寿
記
念
論
集
』
汲
古
書
院
、
文
部
省
科
学
研



XXXXXIV

究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
C
）

一
九
八
八
年
　
一
月

伊
藤
華
野
著
『
正
徳
和
韓
唱
酬
録
』

三
月

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て

『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
・
人
文
科
学
篇
』
二
五
－
二

一
九
八
八
年
　
三
月

ベ
ト
ナ
ム
黎
法
の
研
究

田
中
昭
文
堂
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書

四
月

伊
藤
多
野
著
『
正
徳
和
韓
唱
酬
録
』

一
九
八
九
年
　
四
月
一
九
九
〇
年
　
一
月

山
田
信
夫
先
生
と
私
大
越
史
略
索
引

『
人
と
人
　
山
田
信
夫
先
生
追
悼
文
集
』
（
山
田
信
夫
教
授
追
悼
紀
念
事
業
会
）
渓
水
社
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
公
開
促
進
費

四
月

思
い
出
の
記

『
金
沢
大
学
教
養
部
報
』
二
四
号

五
月

黎
代
の
市
一
そ
の
歴
史
と
法

『
布
目
潮
凋
博
士
古
稀
記
念
論
集
束
ア
ジ
ア
の
法
と
社
会
』
汲
古
書
院

一
〇
月

暮
ら
し
の
中
の
ア
ジ
ア
ー
あ
な
た
は
ア
ジ
ア
が
見
え
ま
す
か

『
平
成
二
年
度
大
阪
府
立
大
学
府
民
講
座
・
暮
ら
し
を
考
え
る
』



XXXXXV

一
九
九
一
年
　
三
月

東
南
ア
ジ
ア
渡
航
朝
鮮
人
に
関
す
る
覚
書
－
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
よ
り
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
と
東
南
ア
ジ
ア

三
月

加
賀
藩
に
お
け
る
渡
来
朝
鮮
人

『
日
本
近
世
初
期
に
お
け
る
渡
来
朝
鮮
人
の
研
究
』
　
　
（
同
　
書
）

一
九
九
一
年
　
九
月

阿
倍
仲
麻
呂
と
ベ
ト
ナ
ム

『
平
成
三
年
度
大
阪
府
立
大
学
府
民
講
座
』

＝
月

ア
ジ
ア
史
研
究
随
想
ー
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本

一
心
社

一
九
九
二
年
　
一
月

日
本
人
の
中
の
外
国
－
心
の
「
国
際
化
」
を
求
め
て

『
商
工
振
興
」
五
〇
三
号

九
月

モ
ン
ゴ
ル
の
膨
張
と
ア
ジ
ア
の
抵
抗

『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
』
W
「
地
域
と
民
族
」
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
三
年
　
三
月

ベ
ト
ナ
ム
李
朝
の
龍
崇
拝
1
『
大
越
縮
写
』
を
と
お
し
て

『
歴
史
研
究
』
　
（
大
阪
府
立
大
学
歴
史
研
究
会
）
三
一
号

五
月

古
代
外
国
人
と
接
触
し
た
庶
民
－
古
代
貴
族
の
日
記
か
ら

『
日
本
歴
史
』
五
四
〇
号

七
月

万
葉
び
と
の
な
か
の
外
国

『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
七
六
号

一
二
月

日
本
人
の
中
の
ア
ジ
ア
ー
交
流
か
ら
共
生
へ

『
公
立
大
学
協
会
図
書
館
協
議
会
研
修
会
報
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告
書
・
一
九
九
三
』

一
九
九
四
年
　
三
月

正
徳
和
韓
唱
酬
録
校
注

『
歴
史
研
究
』
三
二
号

一
九
九
五
年
　
二
月

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
　
民
族
意
識
の
形
成
期

『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
大
百
科
』
丸
善

一
九
九
六
年
　
二
月

日
本
ア
ジ
ア
関
係
史
研
究
文
献
目
録
（
単
行
書
篇
）

多
賀
出
版
、
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
公
開
促
進
費

三
月

日
本
人
の
ア
ジ
ア
観
に
関
す
る
歴
史
的
研
究

宏
和
印
刷
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書

一
九
九
七
年
　
三
月

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
法
に
お
け
る
民
族
意
識
の
研
究
一
『
国
君
刑
律
』
を
中
心
に


